
 

 

 

■国３･４･11 号線新設区間周辺エリアのまちづくり方針（第３回協議会時点での確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくり方針の位置付け】 

 国 分寺街道・国３･４･11号線重複区間エリア 

国 分寺街道区間エリア 

国 ３･４･11号線新設区間エリア 

まちなみのイメージ 

まちなみのイメージ 

国分寺街道及び国３・４・11号線周辺まちづくりの検討状況 

まちなみのイメージ 

まちづくりの方向性 

駅近であるメリットを 

活かした住商両立のまちづくり     

 国分寺街道・国３･４･11 号線重複区間エリア

は，国分寺駅に最も近いエリアである優位性を活

かし，多くの人々が行き交うまちを目指します。 

中高層建築物の立地を誘導し，特に，駅に近い北

側のエリアでは，低層階に店舗等があり学生や住民

が集い楽しむことのできるまちを目指します。 

まちづくり方針 

史跡と調和し，緑のある，安全・安心で住みやすい 

住宅環境のまちづくり 
 

国３･４･１１号線新設区間エリアでは，災害に強い中層住宅

を誘導し，安全・安心のまちを目指します。 

 緑豊かな本エリアの特性を将来も維持するため，民有空間及

び公共空間の緑化を進めるとともに，市の貴重な歴史資源であ

る史跡との調和を図り，住みやすい住宅環境のまちを目指しま

す。 

まちづくりの方向性 

まちづくりの方向性 

歩いて身近なショッピングと 

にぎわいが楽しめるまちづくり 

国分寺街道区間エリアでは，現在担っている幹

線道路の機能を都市計画道路が担うため，歩行者

が，安心して歩くことができ，ショッピングが楽

しめるまちを目指します。 

また，駅に近いエリアを中心に，建築物の低層

階に店舗等が続き，人が集まり，人を呼ぶ，にぎ

わいのあるまちを目指します。 

  

壁面後退により前面空間

を創出して緑を配置した

場合のイメージ 

壁面後退によるオープンスペース

を創出した場合のイメージ 

緑・景観について                 

○緑化を進め，緑とうるおいのあるまちなみの形成を目指します。 
 

○建築物等に関しては，史跡のまちにふさわしい落ち着いた色合いのまちなみ景観の形
成を図ります。 

良好なまちづくりについて             

○史跡や湧水など市の魅力資源をまちづくりに活かします。 
 
○国３・４・11 号線と国分寺街道の国３・４・１号線の一部を整備し，2 本の道路を結
ぶルートを確保します。 

安全・安心について               

○国３・４・11 号線に通過交通を集約し，周辺道路の安全確保を目指します。 
 
○沿道建築物の不燃化を誘導し，延焼防止の機能を高め安心なまちの形成を目指します。 
 
○防災・防犯性の高いまちの形成を目指します。 

土地利用について          

○中低層の住宅を主体としつつ，幹線道路沿道の立地条件を活かして店舗や事務所等の

多様な土地利用を可能にし，それらが調和した良好な住宅環境の形成を目指します。 

参考資料－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑・景観について 

良好なまちづくり 

安全・安心について 

 

土地利用について 

公共交通（路線バス）の運行ルートを移
行し，周辺道路の安全性の確保を図りま
す。 

国３・４・11 号線沿道に火災時の延焼
を防ぐ機能の形成を図ります。 

建物の密集化の防止に努め，延焼防止を
図ります。 

《路線バスルートの移行》 

◯路線バスルートを国３・４・11 号線に移すよう協議します。 

《建築の規制誘導》 

○耐火性能の高い建築物を沿道に誘導します。 

 

●バス会社・府中市及び東京都

と協議 

●防火地域の指定 

《土地利用の規制誘導》 

◯敷地面積の最低限度についてのルールを定め，宅地の細分化を防ぎます。 
●地区計画によるルール化 

国３・４・11 号線沿道の防災・防犯の
機能強化を図ります。 

《垣またはさくの規制》 

◯民地内の道路に面する場所は垣またはさくの構造の制限を定め，転倒の危険のあるブロック

塀・石積塀を規制し，国３・４・11 号線の緊急時の輸送・避難道路としての機能強化を図り

ます。 

◯民地内の道路に面する場所はフェンス等とし，道路からの見通し確保による防犯性の向上を図

ります。 

 

国３・４・11号線に通過交通を

集約し，周辺道路の安全確保を

目指します。 

沿道建築物の不燃化を誘導し，

延焼防止の機能を高め安心なま

ちの形成を目指します。 

 

防災・防犯性の高いまちの形成

を目指します。 

●地区計画によるルール化やガ

イドラインの作成（強制力を

伴わない緩い誘導） 

中低層の住宅を主体としつつ，

幹線道路沿道の立地条件を活か

して店舗や事務所等の多様な土

地利用を可能にし，それらが調

和した良好な住宅環境の形成を

目指します。 

 

良好な住環境の保全と幹線道路沿道にふさ

わしい土地利用のバランスに配慮した用途

地域の変更を検討します。 

宅地の細分化を防ぎ，ゆとりある土地利用

を維持し，良好な住環境の形成を図ります。 

《土地利用の規制誘導》 

◯敷地面積の最低限度についてのルールを定め，宅地の細分化を防ぎます。 

《建物用途の誘導》 

○戸建住宅・中層マンションを主体とし，生活利便性向上のため，公共公益施設や日用品・食料

品を供給する店舗や地元の農産物を供給する施設等が立地できる用途地域に変更します。 

 

 

○日用品や食料品を供給する店舗や地元の農産物を供給する施設は立地できることが望ましい。

ことが望ましい。 

●用途地域の見直し 

●地区計画によるルール化 

緑化を進め，緑とうるおいのあ

るまちなみの形成を目指しま

す。 

 

建築物等に関しては，史跡のま

ちにふさわしい落ち着いた色合

いのまちなみ景観の形成を図り

ます。 

 

民地内の緑化を促進します。 

ルールを定め，秩序と統一感のある良好
なまちなみ景観形成を図ります。 

《街なみ景観の誘導》 

◯建築物や看板等の色彩については，原色を控える等のルールを定め，良好なまちなみ景観形成

を誘導します。 

〈住宅の景観づくりのルール〉 

 ・建築物の屋根や外壁は，原色を控え，落ち着いた色彩を用いるよう誘導します。 

〈商業施設の景観づくりのルール〉 

 ・建築物の屋根や外壁は，原色を控え，落ち着いた色彩を用いるよう誘導します。 

・建築物に付帯する屋外広告物は，派手な色彩を避け，その大きさを最小限に抑えるよう誘導

します。 

《緑化の誘導》 

◯開発や建築物の建替えにあわせて，民地内の緑化促進を誘導します。 

〈住宅の緑化のルール〉 

・生垣や庭木の植樹により，道路に面するところに緑豊かなまちなみ景観の創出を誘導します。 

〈商業施設の緑化のルール〉 

・小規模な商業店舗は，店先や外構などの道路に面するところに，植栽等により，潤いの感じ

られる景観の形成を誘導します。 

●地区計画によるルール化やガ

イドラインの作成（強制力を

伴わない緩い誘導） 

●地区計画によるルール化やガ

イドラインの作成（強制力を

伴わない緩い誘導） 

史跡や湧水など市の魅力資源を

まちづくりに活かします。 

国３・４・11号線と国分寺街道

の間の国３・４・１号線の一部

を整備し，２本の道路を結ぶル

ートを確保します。 

 

緑・水辺・歴史的資源を有効活用します。 

国３・４・11 号線と国分寺街道の間を
連絡する国３・４・１号線の一部区間の
整備を進めます。 

《活用の取り組み》 

○史跡や湧水など，魅力資源の積極的なＰＲを推進します。 

○元町用水の環境維持と水辺の景観資源としての有効活用に努めます。 

《２本の道路を繋ぐ取り組み》 

◯幹線道路機能を持つ国３・４・11 号線と商業機能を有する国分寺街道の沿道それぞれの道路

の持つ役割が，まちの活性化に相乗効果をもたらすよう，２本の道路を東西に繋ぐ国３・４・

１号線の一部を国３・４・11 号線整備に合わせて整備します。 

●国分寺街道エリアも含め，魅

力あるまちづくりにいかせる

よう検討します。 

●用水が国３・４・11 号線と重

なる部分は，道路外に付け替

え，可能な限り水面を表に残

します。 

●国３・４・１号線の整備推進 

■まちづくり方針の展開 

想定される手法 取組方針 目 標 具体的な取組 


